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日本ボーイスカウト奈良県連盟はやまの森

・毎日約50名。日々入れ替わり参加（昨年は2泊で日々約100名）
・毎晩zoomで福島日連コミ、磯山日連理事の特別セッション
・他県からの参加：神奈川5名、兵庫2名
・他県からの視察：県コミ１名、元県コミ１名



プログラムスケジュール（ここで翌日のプログラムを選択）細部は県連HPに。

「パン工房」
本格的フォカッチャ焼こう

「大人の火起こし競争」
左下：タイマーが正確に測定

「スカウトスケッチ」
（指定方位角を班員で分割したパノラマ）

スター章（プログラム３種に参加でゲット）
５枚（５年）でACON金矢スター章ゲット
今年から新設。

奈良県連ＧＢＴ
PCONスタッフ
Patrol leader

camp of NARA

「パイオニアリング」



プログラム
「森本が木を切ると林になる」

スタッフは、吉野でプロから木樵を学んで来た。

アックスで前から、ノコで後ろから
クサビで倒す。

直径約25cm高さ約20m 樹齢51年のヒノキ
「倒れるときに木は泣く。鶏と同じか。頂きます。」
子供たちに是非見せたい。

左から
・生駒地区コミの林さん
・横浜79団のカブ隊副長
・森本さん「普通は山側に倒す。早く乾燥する」

長さ2mにカット



倒してからが大変。桧の皮剥き

これぞウッドクラフト

普通、木は水を吸わない冬に切る
今は皮をむくと木が濡れている
乾燥には１年

この皮が寺社仏閣の檜皮葺の屋根

辺りには、ヒノキの香り
これぞアロマ

RS君、「木に隠れます。」
ACON開催してると知って、
兵庫から急ぎ駆けつけた皆さん

木の置かれてる状態から
ノコを入れる方向を考える。



ワンポールテントとドームテント

BVS女性指導者二人で火を囲んで

「大人のスキルチャンピョンシップ」 RSたちに奪われた表彰状。
これでいいのか？どうしたウッドバッチヤーたち。


